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Nature and Human Being in the Nuclear Age
Lessons of Fukushima Daiichi Nuclear Accident
Fumihiko KUBO
　　In his fi nal 1978 book, Arthur Koestler (1905-83) wrote the following 
words: “If I were asked to name the most important date in the history 
and prehistory of the human race, I would answer without hesitation 6 
August 1945.” As he pointed out, human beings who succeeded in 
releasing nuclear energy that has extraordinary risks have lived in the 
unprecedented situation in the human history. Severe nuclear accidents 
repeated in TMI, Chernobyl and Fukushima are basically connected to 
the technocratic paradigm that has distorted our thinking on relationship 
between nature and human being. This paper considers some lessons of 




てもっとも重大な日はいつかと問われれば，わたしは躊躇なく 1945 年 8



















































































































































れている大津波について考えてみましょう．2011 年 3 月 11 日の巨大地震
に伴う大津波（推定 14 ～ 15 メートル）によって非常用発電機を失い，
原子炉を冷却できなくなった危機に際して，清水正孝・東電社長は「想定













建設前の 1966 年に，東電が提出した設置許可申請での津波想定は最大 3.1
メートルでした．この数値は 1951 年から 1963 年までに福島第一原発か












































・津波に関するプラント概略影響評価（電事連，2000 年 2 月）．
・原子力発電所の津波評価技術（土木学会・津波評価部会，2002 年 3 月）．
・東電が津波想定を 5.7 メートルに見直し，六号機の非常用海水ポンプの
電動機を 20 センチかさ上げ（2002 年）．
・福島県沖の津波地震予測（地震本部，2002 年）．
・津波による原発の浸水対策を検討する勉強会（保安院と原子力安全基盤
機構による「溢水勉強会」，2006 年）．津波高 10 メートルを超えると全電
源喪失に至る危険性が予測されました．







津波を引き起こすという計算結果を，2008 年 3 月の時点で得ていたこと
です．しかし，東電幹部は「確率論」を持ち出し，「現在の確定論的手法
で十分な裕度があり，それを超える津波が来るとは考えていなかった」




































































































































































 1 本稿は，カトリック教会・脱核部会のシンポジウム（2015 年 7 月 4 日）における発
題内容に基づきます．
 2 アーサー・ケストラー『ホロン革命』工作舎，1983 年，16 頁．
 3 2015 年に発布された教皇フランシスコの回勅『ラウダート・シ』が，この点を強調











的危機の根源を見ています．同回勅の 102 ～ 114 項を参照．
 8 添田孝史『原発と大津波　警告を葬った人々』岩波新書，2014 年．
 9 『黎明』日映科学映画製作所，1967 年．この作品は NPO 法人・科学映像館のウェブ
サイトで公開されています．http://www.kagakueizo.org/movie/industrial/350/
10 東京電力福島原子力発電所事故調査委員会『国会事故調報告書』2012 年，500 頁．
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